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⏘学連ᦠᢏ⾡㛤発における参ຍ研究者の意識の㐪いに関する考察 

 
 （Ἠ ❶㸦NEDOۑ

 

 

 
㸯㸬はじめに 

 

 イノ࣋ーࣙࢩンをᐇ現する手ẁとして⏘学ᢏ⾡㛤発の重要性が指されてஂしい。ᖹᡂ㸰㸱年に策定

されたᨻᗓの➨㸲ḟ科学ᢏ⾡基本計画においても、大学や公的研究機関のඃれた研究ᡂ果を、㎿㏿かつ

ຠ果的にイノ࣋ーࣙࢩンにつなࡆる仕⤌ࡳのᚲ要性についてゝཬされている。[㸯] ⏘学連ᦠのᐇ⦼も

╔ᐇにᣑ大している。文部科学┬によると、全ᅜの大学等とẸ間業のඹ同研究は、ᖹᡂ㸯㸵年ᗘには

件ᩘで㸯㸯㸪㸮㸳㸲件、研究費受ධ金㢠で㸰㸲㸷൨であったものが、ᖹᡂ㸰㸰年には件ᩘで㸯㸳㸪㸳

㸲㸲件、研究費受ධ㢠では⣙㸱㸯㸲൨にまで増ຍしている。[㸰] また、大学における⏘学連ᦠをᨭ

するయไも╔ᐇにᩚഛされている。えࡤ、大学のᢏ⾡を⛣㌿するᢏ⾡⛣㌿機関㸦㹒㹊㹍）は、ᖹᡂ

㸰㸲年㸲᭶現ᅾで㸱㸷に上っている。[㸱] 

 その一方で、┤㏆のデータを見ると、⏘学連ᦠのఙࡧᝎࡳのഴ向もࡳられている。⏘学連ᦠのඹ同研

究は、件ᩘ、受ධ金㢠ᶓࡤいのഴ向となっている。[㸰] また、ඹ同研究㸯件あたりの大学の受ධ金㢠

は㸰㸮㸮⛬ᗘで、ここᩘ年とࢇどኚࢃっていない。[㸰] 

 こうしたഴ向を㋃まえると、⏘学連ᦠは一定のレ࣋ルでは定╔しつつあるものの、ᚋさらにᣑ大さ

せていくためには、ไᗘ的・⤌⧊的なものだけではなく、ಶ々の研究者の意識もྵめ多㠃的にྲྀり⤌ࡴ

ことが重要となっている。ここでは、ᡂ果をᐇ用化・事業化すること、ゝいえるとイノ࣋ーࣙࢩンの

ᐇ現を目的とした⏘学連ᦠᢏ⾡㛤発において、参ຍする研究者の意識に↔Ⅼをあてて、ᚋ、⏘学連ᦠ

をさらに発展させるためにᚲ要な要因分析と対ฎ方法について考察を行う。 

 

㸰㸬⏘学連ᦠに参ຍする研究者の意識 

 

 ⏘学連ᦠのᢏ⾡㛤発をᐇする理⏤は、一⯡的には、大学と業がそれぞれおいの持つᢏ⾡を持ࡕ

ᐤり、それぞれ༢⊂ではᐇ現することの㞴しいさらに高いᡂ果を得ることである。そのᡂ果を得る目的

は、業ഃにとってはᑗ来のᐇ用化・事業化につないでいくことである。そうした意では、業の研

究者にとっては⏘学連ᦠのᢏ⾡㛤発をᐇする目的は明確である。 

 ところが、大学ഃから見た⏘学連ᦠの目的は多様である。科学ᢏ⾡ᨻ策研究ᡤの調査によると、大学

の研究者の⏘学連ᦠ活動の目的としては、自㌟の研究ᡂ果のᢏ⾡⛣㌿、ᐇ用化のかにも、外部資金の

⋓得、研究室の活性化・学生に対するᩍ⫱、⏘学連ᦠ活動をዎ機とした新たな研究テー࣐の発᥀や新し

い㡿域での研究の㐍展など様々なものとなっている。[㸲] 

 ⏘学連ᦠᢏ⾡㛤発では、これら方の研究者がどういった考え方でྲྀり⤌ࡴかが重要であり、ここで

は、そのなかのᯡ要な࣏イントについて考察する。 

 

㸦㸯）大学の研究者の⏘学連ᦠに対する意識 

 

 ๓㏙したように大学の研究者ഃの⏘学連ᦠに対するጼໃは多様である。その状ἣでイノ࣋ーࣙࢩンを

ᐇ現することを目的とした⏘学連ᦠのᢏ⾡㛤発で大きなᡂ果を出すためには、それにより得られるᡂ果

がᑗ来的にᐇ用化・事業化することが大学の研究者にとっても重要であることを認識することがᚲ要と

なる。 

 大学の研究者は、学会や論文発⾲等を通じて、ᖹ⣲から得たᡂ果を社会にᗈくᬑཬしようとしており、

大学の⤌⧊としてもそれをồめている。ところが、特定の業と⏘学連ᦠᢏ⾡㛤発をすることは、それ

がᑗ来的なᐇ用化・事業化につながるものであれࡤ、ᡂ果はඹ同㛤発ඛの特定の業でࢃれることを

意することになり、場合によっては学会や論文での発⾲が出来なくなることもある。したがって、大
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意することになり、場合によっては学会や論文での発⾲が出来なくなることもある。したがって、大

学の研究者のなかには、特定の業でᡂ果が活用されることだけでは、自らの研究ᡂ果を社会にᗈくᬑ

ཬする観Ⅼからは十分であると考える可能性がある。 

 しかしながら、大学でᐇされる研究が現ᐇにᐇ用化・事業化していくためには、それをᐇ㝿に担う

業がᏑᅾすることが可Ḟであることはゝうまでもない。そうした観Ⅼからは、ᐇ用化・事業化を目

指す業と┤᥋ඹ同でᢏ⾡㛤発を行うことは、大学からのᢏ⾡⛣㌿を最もຠ⋡的・ຠ果的に行う手ẁで

ある。それにより最⤊的にᡂ果がᐇ用化・事業化されれࡤ、社会・⤒῭に大きな㈉献となる。したがっ

て、大学の研究者は、༢に⏘学連ᦠを業とඹ同でᢏ⾡㛤発をするというᤊえ方ではなく、自㌟の研究

ᡂ果をලయ的にᗈくᬑཬする観Ⅼから、自らの研究ᡂ果のᐇ用化を業とඹ同して目指すࡦとつのẁ㝵

としてᢏ⾡㛤発を行うものと理ゎすることが重要である。 

 

㸦㸰）業ഃの⏘学連ᦠに対する意識 

 

業ഃにおいても、大学との⏘学連ᦠᢏ⾡㛤発はそれ自యを目的とするのではなく、ᑗ来的なᐇ用

化・事業化を目指したࡦとつの༠ຊのẁ㝵であると理ゎすることが重要である。 

そのためには、༢にᢏ⾡的な内容について大学の研究者の༠ຊをồめるのではなく、ᑗ来のᐇ用化・

事業化に向けたᡓ␎をྵめඹ᭷することが重要である。業ഃがᡂ果のᑗ来的なᐇ用化・事業化の方向

性を明確に大学の研究者に♧すことで、ᡂ果の社会㑏ඖとしての意⩏についての理ゎが῝まることにな

る。 

また、大学から一方的に知見をᘬき出そうとすることは㑊けなけれࡤならない。⏘学連ᦠᢏ⾡㛤発に

より、場合によっては大学の研究者は学会や論文発⾲によるᡂ果ᬑཬの機会を㐓する可能性もあること

を理ゎし、それとᑗ来のᐇ用化・事業化が社会に対するᡂ果のᬑཬの観Ⅼで༉ᩛする価್があることに

ついて大学の研究者と意識をඹ᭷できるようにすることがồめられる。 

 

㸱㸬まとめ 

 

 本発⾲においては、⏘学連ᦠᢏ⾡㛤発を㐍める上で、大学の研究者ཬࡧ業ഃの意識が重要であるこ

とを論じた。特に、⏘学連ᦠᢏ⾡㛤発を、それ自యを目的とするのではなく、そのᚋのᑗ来的なᐇ用化・

事業化に向けたࡦとつのẁ㝵であることを、大学と業の関ಀ者がඹ᭷してྲྀり⤌ࡴことが重要である。

そうした意で、⏘学連ᦠᢏ⾡㛤発は、⏘学間の「Ⅼ」的な༠ຊではなく、「⥺」的な⥅続性のなかの

きである。現時Ⅼにおいて⏘学連ᦠを活発に㐍めている研究者のなかでは、ことつのᒁ㠃とᤊえるࡦ

うした考え方は᪤に定╔しているとᛮࢃれるが、ᚋ、⏘学連ᦠをさらに᥎㐍していくためには、こう

した現場での意識についての㆟論が重要である。 

なお、この発⾲は発⾲者のಶே的な見ゎであり、ᡤ属する⤌⧊のものではない。 
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